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研究開発の目的および全体図 
脳活動と筋活動の連動を可能として脳が認識しやすい電気刺
激パターンで外部から筋収縮を促すことで麻痺肢の機能を回
復させる方法の開発 













今後の研究開発成果の展開及び 
波及効果創出への取り組み 

• 生体負荷が少なく疲労感の残らない運動機能回
復装置の普及 
– 在宅でも屋外でも長期間持続的に運動機能回復訓
練を実施できる 

– 医療・福祉の質の向上 
– 高齢者・障害者が自立した生活のための支援技術の
実現 

– 健康で自立して暮らせる社会の実現に寄与 
– 在宅リハビリサービスの展開 

• リハビリ施設の定員不足により十分なリハビリが
受けられない状況であっても在宅でのリハビリに
より機能回復が図れる 


